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高気密高断熱住宅
平成28年 (2016年 ) 基準
地域によりUA 値 0.46～0.87 以下
工業的な技術
全国一律（寒い地方寄り）
北方閉鎖系：厳しい自然を遮断
住宅メーカー

気候風土適応住宅 
地域の特定行政庁で作る認定基準
要計算だが、適応義務なし
地域に伝わって来た知恵
地域によりさまざま
南方開放系：自然との融和
地域工務店や設計事務所

気候風土適応住宅とは

2020年の「建築物省エネ法」の義務化で、
すべての新築住宅で、設計段階での「省
エネ基準適合性」を求められるようになり
ます。しかし、これが高気密高断熱住宅
など「閉鎖系」住宅の外皮性能を想定し
た基準であるために伝統的な木造住宅な
ど、地域の気候風土に適応した「開放系」
の温熱環境調整手法による家づくりが困
難になることが分かってきました。そこで、
省エネ達成の「もう一つの選択肢」とし
て「気候風土適応住宅」という枠組が新
たにできました。

高気密高断熱住宅

気候風土適応住宅

省エネ
季節や地域に応じた自然な温熱環境調整外皮性能重視

外界を遮断し機械空調

省エネを実現する方法は外皮性能だけではない

地域の自然環境に応じ、その地域らしい暮らしを実現する「気候風土適応住宅」

夏

冬

地域独自のかたちです

地場産業の活性化につながります

景観形成や文化の継承に役立ちます

自然や人と共生する暮らしを育みます

気候風土や文化にねざした地域性を反映できるというのは、
全国一律規格のハウスメーカーの家づくりにはできない、地域の住宅産業の強みです。

地域の技術、地域の職人による家づくりは、地域工務店だけでなく
左官、建具、林材業、設計事務所など、地場のさまざまな職種の発展に寄与します。

地域色豊かな家は、地域の町並みや景観を形成し、
気候風土に即した生活文化を次世代に伝える場になります。

室内と外界とを遮断せず、ゆるやかにつなげる空間構成は、
四季折々の季節を味わう感性や、地域の人との自然なやりとりを生みます。

地 域 独 自 の

気候風土
適応住宅を！




